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小
池
邦
夫
さ
ん
が　

年
ぶ
り
に
講

１０

師
と
な
っ
て
絵
手
紙
の
本
質
を
語
り
、

「
絵
手
紙
発
祥
の
地
們
狛
江
」
実
行

委
員
が
絵
手
紙
の
実
技
を
教
え
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
掌
午
後
１
時　

１２

３０

分
〜
３
時　

分
（
受
付
時
間
は
正
午

３０

〜
午
後
１
時
）

〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
対
象
〕
中
学
生
以
上

〔
定
員
〕
５
０
０
人

※
市
民
の
方
を
優
先
に
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
１
人
５
０
０
円

※
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〔
注
意
〕
▽
体
育
館
の
床
に
座
っ
て

絵
手
紙
を
か
き
ま
す
。
い
す
・
机
は

使
用
し
ま
せ
ん
▽
絵
手
紙
道
具
を
お

持
ち
の
方
は
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
希
望
者
に
は
無
料
で
道
具
を
貸

し
出
し
ま
す
）
▽
画
材
（
モ
チ
ー
フ
）

は
各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
捷
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

１６

が
き
（
記
入
例
参
照
）
で
地
域
活
性

課
市
民
文
化
係
へ
。

〜
小
池
邦
夫
が
絵
手
紙
の
本
質
を
語
る
〜

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
の
再

稼
働
に
つ
い
て
は
、
８
月
１
日
か
ら

（
７
月
９
日
現
在
）
の
予
定
で
現
在

も
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

多
摩
地
域
ご
み
処
理
広
域
支
援
に
よ

り
、
可
燃
ご
み
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
清
掃
工
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
み
の
搬
出
先
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
環
境
組
合
（
八
王
子
市
・
町

田
市
・
多
摩
市
で
構
成
）、
西
多
摩
衛

生
組
合
（
青
梅
市
・
福
生
市
・
羽
村

市
・
瑞
穂
町
で

構
成
）
お
よ
び

柳
泉
園
組
合

（
清
瀬
市
・
東

久
留
米
市
・
西

東
京
市
で
構
成
）
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
が
再

稼
働
す
る
ま
で
の
間
は
、
こ
の
３
カ

所
の
清
掃
工
場
で
ご
み
処
理
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

～
引
き
続
き
ご
み
減
量
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

■500人絵手紙教室申込往復はがき記入例

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
」
の
ご
み
の

受
け
入
れ
先（
清
掃
工
場
）が
決
ま
り
ま
し
た

５
０
０
人
絵
手
紙
教
室

〔会場〕多摩川緑地公園グランド（小田急線河川橋下流）
〔問い合わせ〕音楽と花火の祭典実行委員会事務局（地域活性課）

音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ととととととととととととととととととととと
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
ののののののののののののののののののののの
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

音
楽
と
花
火
の
祭
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典

第第11部部
音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー音楽ステージジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
午後６午後６時時3030分分

〜７〜７時時3030分分

第第22部部
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大花火大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

午後７午後７時時4040分分
〜８〜８時時3030分分

交通規制に伴いバス停留所を一時変更します

※開場前の入場・場所取りはできません※開場前の入場・場所取りはできません。。
http://www.komae-40th.jphttp://www.komae - 40th.jp//

開場 午後3時か開場 午後3時からら

午後6午後 6 時時2020分分
〜8 　　　〜 8 時時3030分分

8888888888888888888888月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月5555555555555555555555日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木 
荒天翌日順延
（開催決定は当日午前１０時）

※交通規制区域内は、緊急車両等以外は、原則として車両の通行はできません。
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▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
掌
午
前
８
時　

分
～

２５

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
昭
午
後
８
時
ま
で

２９

〔
会
場
〕
納
税
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２２

都
市
計
画
税
（
第
２
期
分
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
１
期
分
）
は
、
８
月

２
日
捷
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
、

狛
江
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
レ
イ

ア
ウ
ト
、
利
用
規
定
、
設
備
、
機
能
、

事
業
、
運
営
方
法
等
に
関
す
る
こ
と

を
協
議
し
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
７
月
１
日
現

１５

在
）
の
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

で
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
関

心
が
あ
り
、
開
設
に
協
力
い
た
だ
け

る
方

〔
募
集
人
員
〕
４
人
以
内

〔
任
期
〕
狛
江
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
日
ま
で

〔
会
議
〕
原
則
、
平
日
の
夜
間
ま
た

は
休
日

〔
選
考
方
法
〕
書
類
選
考

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

７
月
の
日
曜
・
夜
間
納
税
窓

口
～
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
～

狛
江
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
委
員
会
市
民

委
員
募
集

　

日
昇
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
、

３１氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、
在

学
・
在
勤
の
場
合
は
学
校
名
ま
た
は

勤
務
先
、
お
よ
び
作
文
「
狛
江
市
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
期
待
す
る

こ
と
」
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

持
参
、
電
子
メ
ー
ル
（kyodot@

c
ity.kom

ae.lg.jp

）
ま
た
は
郵
送

で
政
策
室
協
働
調
整
担
当
へ
。

 　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入

院
時
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
食
事
代
と
医
療
費
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

認
め
印
お
よ
び
被
保
険
者
証
を
持
参

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
「
認
定
証
」

を
申
請
さ
れ
た
方
で
、
平
成　

年
８

２１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
に
入
院
期
間

が
あ
る
方
、
ま
た
は
３
月
１
日
以
降

に
「
認
定
証
」
の
申
請
を
さ
れ
た
方

に
は
、
７
月
中
に
新
し
い
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係

 　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目

標
年
次
の
中
間
時
点
を
迎
え
た
こ
と

に
伴
い
、
検
証
と
評
価
を
行
い
、
改

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

狛
江
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
委
員
会
市
民
委

員
募
集

定
作
業
を
進
め
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
４
月
１
日
現

１８

在
）
の
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

〔
募
集
人
員
〕　

人
以
内

１０

〔
任
期
〕８
月
～
平
成　

年
３
月（
予

２４

定
）

〔
会
議
〕
原
則
と
し
て
平
日
夜
間

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
晶
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

３０齢
・
性
別
・
連
絡
先
・
市
の
各
審
議

会
や
委
員
会
等
に
属
す
る
方
は
そ
の

名
称
お
よ
び
作
文
「
応
募
動
機
」
を

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
持
参
、

電
子
メ
ー
ル
（tokeikkr@

city.k
om
ae.lg.jp

）ま
た
は
郵
送
で
都
市

整
備
課
企
画
計
画
係
へ
。

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
日
本
に
住

２０

６０

所
を
有
す
る
方
は
、
被
用
者
年
金
制

度
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら

れ
る
方
を
除
き
、
国
民
年
金
の
被
保

険
者
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、　

歳
に
お
い
て
年
金
受

６０

給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
、
未

納
・
未
加
入
期
間
が
あ
り
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、　

歳
以
降
の
申
し

６０

出
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の
前
月
ま

６５

で
国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

生
ま
れ
の
方
で
、　

歳
に
お
い
て
年

６５

金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、

　

歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
の
間
、
年

７０金
受
給
権
を
満
た
す
ま
で
任
意
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
す
る
場
合
は
、
年
金

手
帳
等
を
持
参
の
上
、
健
康
支
援
課

保
健
年
金
係
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

 　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
や

若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
保

険
料
の
全
額
を
納
め
た
と
き
と
比
べ

て
、
将
来
、
受
け
取
れ
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
が　

年
１０

以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
で
、
年
金

額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

保
険
料
の
追
納
を
す
る
場
合
は
納

付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
健

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

康
支
援
課
保
険
年
金
係
へ
追
納
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
国
の
銀

行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

の
納
付
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
支
払
え
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
い

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

申
し
込
み
後
は
、
カ
ー
ド
会
社
が

将
来
の
保
険
料
を
定
期
的
に
立
て
替

え
払
い
し
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
会
員

の
方
に
カ
ー
ド
利
用
代
金
と
し
て
請

求
す
る
方
法
で
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ

れ
て
い
る
場
合
や
、
過
去
の
未
払
い

分
に
つ
い
て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
の
割
引
は
適
用
し

ま
せ
ん
。

　

支
払
い
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
毎
月
支
払
い　

毎
月
の
保
険
料
を

当
月
末
に
立
て
替
え
払
い

▽
１
年
分
支
払
い
（
前
納
）　

４
月

分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
４
月
末
に
立
て
替
え
払

い▽
半
年
分
支
払
い
（
前
納
）　

４
月

分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
４

月
末
に
、　

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

１０

ま
で
の
保
険
料
を　

月
末
に
、
そ
れ

１０

ぞ
れ
ま
と
め
て
立
て
替
え
払
い

※
前
納
に
よ
る
割
引
額
は
、
現
金
で

納
付
す
る
場
合
と
同
様
で
す
。
支
払

い
回
数
は
１
回
払
い
の
み
と
な
り
ま

す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
府
中

年
金
事
務
所
察
０
４
２
（
３
６
１
）

１
０
１
１
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
え
ま
す

7

9

8
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■償却資産の例示
課　　税　　客　　体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、外装、
庭園、そのほか土地に定着する土木設備等構築物

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポンプ、
科学機械、コンベアー、医療機械、そのほか物品
の製造・加工等に使用する機械および装置等

機械および
装置

ボート、釣り船、貨物船等船舶

飛行機、ヘリコプター、グライダー等航空機

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大型特殊
自動車、ロードローラー、ブルドーザー、パワー
ショベル、タイヤローラー等（ただし、自動車税、
軽自動車税が課税されるものは除く）

車両および
運搬具

机、いす、計算機、測定工具、検定工具、応接セ
ット、陳列ケース、ロッカー、医療用機器、理
容・美容機器、金庫、タイプライター、自動販売
機、冷蔵庫、テレビ、クーラー、そのほか各種工
具および備品等

工具・器具
および備品

※アパート、駐車場等を経営されている場合、土地・家屋以外
の資産（エアコン、外溝、塀、アスファルト舗装、砂利敷、
フェンス等）が、償却資産に該当します。

■免除の承認を受けた年度の保険料を平成２２年度に追納する場合の額

４分の１免除半額免除４分の３免除全額免除

害害害１万５，７７０円平成１２年度の月分
害害害１万５，１８０円平成１３年度の月分
害７，３００円害１万４，５９０円平成１４年度の月分
害７，１８０円害１万４，３６０円平成１５年度の月分
害７，０９０円害１万４，１８０円平成１６年度の月分
害７，１１０円害１万４，２２０円平成１７年度の月分

３，５６０円７，１３０円１万６９０円１万４，２６０円平成１８年度の月分
３，５７０円７，１５０円１万７２０円１万４，３００円平成１９年度の月分

　

土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
（
工

場
・
事
務
所
・
店
舗
・
ア
パ
ー
ト
・

駐
車
場
等
）
の
用
に
供
す
る
償
却

資
産
の
所
有
者
の
方
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
所
有
す
る
償
却
資
産

を
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
所
定

の
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
申
告
を
ま
だ

２２

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
初
め
て
申
告
さ
れ
る
方

は
、
申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
課
税

課
へ
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
食
費
の
一
部
を
、
介
護

保
険
の
「
市
町
村
特
別
給
付
」
と

し
て
、
一
食
に
つ
き
２
０
０
円
を

給
付
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
各
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
と
介
護
支
援
課
で
配
布
し

ま
す
。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
晶
ま
で
に
、
介
護
支
援
課
介

１３護
保
険
係
へ
。

償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
の
申
告
はは

お

済

み

で

す

お

済

み

で

す

かか

特
別
給
付（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
食
費
助
成
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す（
第
１
期
）
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
を
有

す
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
が
加

２０

６０

入
す
る
制
度
で
す
。
外
国
籍
の
方
で

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

受
給
要
件
を
満
た
せ
ば
「
老
齢
基

礎
年
金
」
は
も
ち
ろ
ん
、
万
が
一
、

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
が
い
が
残

っ
た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
は
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
間
で
帰
国
し
受
給
要

件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

保
険
料
の
支
払
期
間
が
６
カ
月
以
上

あ
れ
ば
、
帰
国
後
２
年
以
内
に
請
求

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
脱
退
一
時
金
」

が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
健
康
支
援
課
保

険
年
金
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
次
の
方
は
加
入
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
の
方

▽
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者

▽
日
本
と
社
会
保
障
協
定
が
結
ば
れ

て
い
る
国
の
出
身
で
、
日
本
の
年
金

制
度
へ
の
加
入
が
免
除
さ
れ
て
い
る

方〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 
恭
第
３
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
昇
午
後
７
時
か

２７

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

外
国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
が
必
要
で
す

〔
案
件
〕
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度

の
答
申
案
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
狛
江
市
介
護
保
険
推
進
市
民
協
議

会〔
日
時
〕
７
月　

日
晶
午
後
７
時
か

２３

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
介
護

保
険
係

恭
第
６
回
狛
江
市
食
育
推
進
検
討
委

員
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
昭
午
後
６
時　

２９

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕狛
江
市
食
育
推
進
計
画（
素

案
）
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

恭
ご
み
半
減
推
進
審
議
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
昌
午
後
２
時　

２８

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
案
件
〕
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

恭
第
１
回
狛
江
市
教
育
振
興
基
本
計

画
策
定
委
員
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
昇
午
後
５
時
か

２０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
一
委
員
会

室
※
５
人
程
度
ま
で
傍
聴
可

〔
案
件
〕
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選

出
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）、

狛
江
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

恭
第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
昌
午
後
７
時
か

２１

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

恭
第
４
回
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
７
月　

日
晶
午
後
６
時　

２３

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
１
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

恭
第
１
９
０
回
東
京
都
都
市
計
画
審

議
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
晶
午
後
１
時　

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
都
庁
第
一
本
庁
舎

〔
定
員
〕　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

〔
案
件
〕
町
田
都
市
計
画
区
域
町
田

市
木
曽
西
一
丁
目
ほ
か
各
地
内
、
ほ

か※
傍
聴
者
と
し
て
決
定
し
た
方
に
は
、

決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
昭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

１９復
は
が
き
（
一
人
１
通
の
み
有
効
）

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
〒
１
６
３
―
８
０
０
１
新
宿

区
西
新
宿
２
―
８
―
１
東
京
都
都
市

整
備
局
都
市
計
画
課
察（
５
３
８
８
）

３
２
２
５
へ
。

 　

４
月
か
ら
６
月
の
間
に
、
次
の
方

か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
Ｔ
＆
Ｍ
ク
ラ
ブ
代
表
加
藤
安
子

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

こ
ま
こ
ま
ええ応

援
寄
附

　
　

応
援
寄
附
金金

（
敬
（
敬
称称
略
）
略
）

　

昭
和
十
年
代

　

懐
か
し
の
小
田
急
電
車

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
電
車
で
い
つ

も
一
両
か
二
両
。
だ
か
ら
狛
江
駅
の

ホ
ー
ム
も
和
泉
多
摩
川
駅
の
ホ
ー
ム

も
短
く
、
両
側
に
あ
っ
て
、
屋
根
は

な
く
、
床
は
砂
利
で
か
た
め
、
ホ
ー

ム
の
中
ほ
ど
に
小
さ
な
待
合
室
が
ぽ

つ
ん
と
立
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

改
札
口
は
一
つ
。
跨
線
橋
が
な
か

っ
た
か
ら
、
向
か
い
側
の
ホ
ー
ム
に

行
く
の
に
も
踏
み
切
り
を
渡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
目
の

前
に
電
車
が
止
ま
っ
て
い
て
も
乗
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
乗
降
客
は
少
な
く
、
電
車

が
止
ま
っ
て
も
一
人
か
二
人
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
夜

な
ど
毎
日
電
車
で
通
っ
て
い
る
と
車

掌
と
も
駅
員
と
も
顔
馴
染
み
に
な
る

ほ
ど
の
ん
び
り
し
て
い
た
。

　

村
の
人
口
も
少
な
く
、
見
渡
す
限

り
田
や
畑
、
森
ば
か
り
だ
か
ら
、
朝

の
静
け
さ
の
な
か
で
、
京
王
線
や
南

武
線
の
電
車
の
音
も
聞
こ
え
て
き
た

し
、
小
田
急
線
の
音
を
含
め
て
そ
れ

ら
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
成
城
の
坂
を
下
る
電
車
の

音
か
ら
、
急
行
か
各
駅
停
車
か
さ
え

区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

電
車
の
ド
ア
は
手
で
開
け
閉
め
す

る
構
造
で
あ
る
。
だ
か
ら
車
掌
は
駅

に
止
ま
る
と
す
ぐ
電
車
か
ら
降
り
、

乗
客
の
乗
り
降
り
の
状
況
を
見
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ア
を
閉
め
、
閉
ま
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
出
発
の
笛

を
吹
い
た
。
そ
し
て
電
車
が
動
き
出

し
て
か
ら
乗
務
員
室
に
飛
び
乗
る
の

を
常
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
中
学
生

の
こ
ろ
、
よ
く
そ
の
真
似
を
し
て
、

発
車
し
て
か
ら
開
け
て
お
い
た
出
入

口
か
ら
飛
び
乗
っ
て
怒
ら
れ
た
と
い

う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
ろ
は
自
動
車
が
少

な
か
っ
た
の
で
小
荷
物
を
有
料
で
駅

か
ら
駅
ま
で
運
ぶ
制
度
が
あ
っ
た
り
、

新
聞
も
毎
日
電
車
で
運
ん
で
い
た
。

そ
れ
ら
を
運
ぶ
荷
物
電
車
は
一
両
だ

け
で
走
る
か
、
と
き
に
は
普
通
の
車

両
の
車
掌
室
寄
り
を
ロ
ー
プ
で
仕
切

っ
て
荷
物
専
用
に
し
て
走
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
電
車
が
到
着
す
る
と
き
は

い
つ
も
駅
員
が
ホ
ー
ム
で
待
っ
て
い

て
、
そ
こ
に
車
掌
が
小
荷
物
を
下
ろ

し
、
新
聞
を
投
げ
下
ろ
す
と
こ
ろ
な

ど
と
て
も
早
く
て
手
際
よ
く
、
じ
っ

と
見
つ
め
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

砂
利
の
運
搬
は
、
開
通
当
初
は
和

泉
多
摩
川
駅
か
ら
も
か
な
り
運
ん
で

い
た
が
、
昭
和
十
年
代
に
入
る
と
相

模
川
方
面
が
主
に
な
り
、
貨
車
を
十

両
く
ら
い
つ
な
い
だ
電
気
機
関
車
が

引
っ
張
っ
て
い
た
。

　

線
路
の
両
側
に
柵
が
な
く
、
周
囲

は
広
々
と
し
た
畑
で
見
通
し
が
良
か

っ
た
こ
と
と
、
電
車
の
本
数
が
少
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
駅
に
急
ぐ
と
き

な
ど
線
路
伝
い
に
歩
い
て
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
泉
龍
寺
の
門
前
で
も
和

泉
多
摩
川
駅
を
発
車
す
る
電
車
の
警

笛
が
聞
こ
え
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
走

っ
て
も
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

踏
切
は
今
よ
り
多
か
っ
た
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
畑
道
の
警
報
機
も
遮

断
機
も
な
い
無
人
踏
切
ば
か
り
だ
っ

た
。
し
か
し
駅
前
と
狛
江
通
り
の
踏

切
だ
け
は
踏
切
番
が
い
て
、
一
番
電

車
か
ら
最
終
電
車
が
通
過
す
る
ま
で

開
け
閉
め
を
し
て
、
通
行
す
る
も
の

の
安
全
を
図
っ
て
い
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１９８　－

■老人クラブ一覧

地　　　域電話番号住　　　所会長名名　　　称

中和泉２～５丁目（３４８９）０８８３中和泉３－２２－２２國井功雄第一長寿会

岩戸南全域（３４８９）５３９５岩戸南１－６－２３－３０１添谷淑子第二長寿会

東野川全域（３４８９）５０９４西野川１－３－４鈴木正治第三長寿会

西和泉全域０４２（４８４）５１７８西和泉２－５－４０２宮林幹雄多摩川六十路会

猪方全域（３４８０）８５３２猪方２－２３－８飯田利武南部長寿会

東和泉１～２丁目（３４８０）０１３８東和泉２－６－７遠藤ヨシいづみ長寿会

岩戸北全域（３４３０）４３８２岩戸北１－１２－１０－４０３勝瀬澄子あづま長寿会

中和泉１丁目、元和泉全域（３４８０）７９４４元和泉１－２２－４加藤悦男第五長寿会

東和泉３～４丁目（３４８０）７３８６東和泉３－２－２０根本克男第六長寿会

西野川全域（３４８９）７５９１西野川２－３９－５榎本幸三第七長寿会

駒井町全域（３４８０）７５１５駒井町１－２３－４登嶋善隆駒井町健康クラブ

和泉本町全域（都営住宅除く）（３４８０）５６２２和泉本町１－１６－２２　鈴木文子和泉本町健康クラブ

和泉本町４丁目７番（都営住宅）
（３４８０）８４４１和泉本町４－７－２－３０３伏見正明若草会

（３４８９）４６３３和泉本町４－７－２－２０２海野兼由狛江団地健康クラブ

狛江セントラルハイツ（３４３０）２０５４和泉本町１－３６－１－３０１加藤雄次はなみずき会

西和泉１丁目０９０（４５４７）８５６４西和泉１－１５－１１０杉浦祝子百の会

東野川３丁目１５・１７番地（３４８８）０４６７東野川３－１７－２百瀬宗直ハイタウンかわせみ会

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
お
お
む
ね　
６０

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
地
域
の
高

齢
者
が
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、
仲
間
作
り
や
相
互
の
支
え

合
い
、
楽
し
い
ク
ラ
ブ
作
り
や
社
会

貢
献
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

主
に
、
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
料
理
・

日
帰
り
旅
行
な
ど
の
生
き
が
い
を
高

め
る
活
動
、
ダ
ン
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
活
動
、
地
域
の
清
掃
や

友
愛
訪
問
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動
、

定
例
会
・
役
員
会
・
総
会
な
ど
の
社

会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
直
接

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
へ
。

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ククククククククククククククククククククク
ラララララララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
をををををををををををををををををををををを

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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時
間

２４医
療
機
関
案
内

休

日

診

療

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

○
ひ
ま
わ
り

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

http://w
w
w
.him
aw

ari.m
etro.tokyo.jp/

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

HP

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１８

１９

２５

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

察
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
８
月
２
日
捷
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

２１母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
８
月　

日
昭
受
付
時
間
は

１２

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

　

受
講
中
は
、
民
生
・
児
童
委
員
が

乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月
５
日
昭
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
（
３
時
終
了

２０

予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護
者

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕
母

２５

子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
バ
ス
タ

オ
ル
・
乳
児
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
等
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
晶
午
前
９
時　

２３

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談
～
子
ど
も
の
身
長
、
体

重
も
測
れ
ま
す
～

　

保
健
師
、
助
産
師
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
等
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
昌
午
前
９
時　

２８

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
野
川
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
～
手
遊
び

や
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
ま
す
～

〔
日
時
〕
７
月　

日
晶
午
前　

時
～

２３

１０

　

時　

分
※
出
入
り
自
由
〔
会
場
〕

１１

３０

野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
乳
幼

児
親
子
※
子
育
て
の
中
で
気
に
な
る

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
質
問

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
企

画
支
援
係

 
■
市
民
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
中
学
生
以
上
の
方
で
、　

月　

日

１１

１３

松
・　

日
掌
に
開
催
す
る
、
第　

回

１４

３４

狛
江
市
民
ま
つ
り
の
前
日
・
当
日
の

各
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
や
、
市
民

ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
が
で

き
る
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
晶
ま
で
に
、
市
民
ま
つ
り
実
行

２３委
員
会
事
務
局
（
地
域
活
性
課
市
民

活
動
推
進
係
）
へ
。

■
新
潟
県
長
岡
市
川
口
地
域
と
の
交

流
事
業
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
参
加
者

〔
日
程
〕８
月　

日
松
～　

日
掌（
１

２８

２９

泊
２
日
）〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内

２０

在
住
者
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス
先
着　
１０

人
※
申
込
時
に
は
、
第
２
希
望
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
〔
コ
ー
ス
〕
▽

郷
土
料
理
作
り
▽
そ
ば
打
ち
▽
陶
芸

▽
自
然
散
策
※
夜
は
川
口
地
域
の
方

々
と
「
よ
り
あ
い
っ
こ
（
交
流
会
）」

を
実
施
〔
参
加
費
〕
９
埀
０
０
０
円

（
宿
泊
費
・

食
費
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加

費
込
み
。
陶

芸
コ
ー
ス
は

別
途
送
料
と

し
て
１
埀
０

０
０
円
が
必
要
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
昇
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で

１０よ
り
あ
い
っ
こ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
地
域
活
性
課
市
民
活
動
推
進
係
）へ
。

■
学
童
保
育
所
（
臨
時
職
員
）

〔
対
象
〕
保
育
士
、
幼
稚
園
・
学
校

教
諭
の
有
資
格
者
（
資
格
が
な
く
て

も
可
）〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
６
時　

分
ま
で
の
シ
フ
ト

１５

制（
夏
休
み
期
間
中
）〔
勤
務
場
所
〕市

内
公
立
学
童
保
育
所
〔
勤
務
内
容
〕

学
童
保
育
所
指
導
員
補
助
※
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
児
童

青
少
年
課
保
育
係
へ
。

 
■
第
４
回
古
布
リ
サ
イ
ク
ル
作
品
展

示
会
～
裂
き
織
り
・
布
草
履
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
～

〔
日
時
〕
７
月　

日
昭
・　

日
晶
午

２２

２３

前　

時
～
午
後
４
時
（　

日
晶
は
午

１０

２３

後
３
時
ま
で
）〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
体
験
コ
ー
ナ

ー
〕
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
▽
裂

き
織
り
体
験　

一
人
１
０
０
円
▽
布

草
履
体
験　

一
人
３
０
０
円
※
各
日

コ
ー
ナ
ー
ご
と
に　

人
ま
で
。

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２１

昌
ま
で
に
、
清
掃
課
へ
。

■
「
第　

回
は
た
ら
く
消
防
の
写
生

６０

会
」
入
選
者
の
作
品
展
示

〔
日
程
〕
７
月　

日
捷
～
８
月　

日

２６

１３

晶
〔
会
場
〕
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
察（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

■
野
外
映
写
会「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

〔
日
時
〕
７
月　

日
松
午
後
７
時
～

１７

９
時
（
雨
天
翌
日
）〔
会
場
〕
小
足
立

の
び
の
び
公
園

〔
問
い
合
わ
せ
〕の
び
の
び
会
代
表
・

善
養
寺
察
（
３
４
８
０
）
３
７
９
８

■
第　

回
国
民
体
育
大
会
・
第　

回

６８

１３

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
決

定
記
念
行
事

〔
日
時
〕
７
月　

日
松
午
前　

時
～

３１

１０

正
午
（
雨
天
決
行
）〔
会
場
〕
都
庁
都

民
広
場
※
荒
天
時
は
都
民
ホ
ー
ル
で

セ
レ
モ
ニ
ー
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の

み
実
施
〔
内
容
〕
セ
レ
モ
ニ
ー
、
小

学
生
吹
奏
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
※
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tok

yo-kokutai.jp/

）
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
第　

回
国
民
体
育

６８

大
会
・
第　

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

１３

ツ
大
会
東
京
都
準
備
委
員
会
事
務
局

察
（
５
３
８
８
）
２
４
９
７

 
■
７
月　

日
晶
か
ら　

日
昭
は
飲
酒

２３

２９

運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
、
暑
気

払
い
や
レ
ジ
ャ
ー
等
で
飲
酒
の
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事

故
を
根
絶
す
る
た
め
、
酒
を
飲
ん
だ

ら
運
転
を
し
な
い
、
酒
を
飲
ん
だ
人

に
は
運
転
を
さ
せ
な
い
、
車
を
貸
さ

な
い
、
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ

な
い
、
勧
め
な
い
を
徹
底
し
、
飲
酒

運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

〔
申
し
込
み
〕
７
月　

日
晶
ま
で

３０

に
希
望
す
る
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川
地

域
セ
ン
タ
ー
察
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
、
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

察
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
、
南

部
地
域
セ
ン
タ
ー
察（
３
４
８
９
）

２
１
５
０
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

察
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

〔
日
時
〕
８
月　

日
晶
午
後
１
時

２０

～
４
時

〔
対
象
〕
小
学
校
４
～
６
年
生

〔
定
員
〕
各
地
域
セ
ン
タ
ー
２
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

〔
内
容
〕
本
の
貸
し
出
し
・
返
却

な
ど
の
仕
事
の
体
験

自分で打ったそばは格別です

子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日
図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書
室室室室室室室室室室

子
ど
も
一
日
図
書
室
員員員員員員員員員員員
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■
古
布
再
生

▽
未
完
成
品
を
な
く
そ
う　
ờ
日
程
Ở

⚗
月　

日
捷
ờ
対
象
Ởủ
着
物
か
ら
シ

⚒⚖

Ỿ
ツ
を
作
ろ
う
Ứ
に
参
加
さ
れ
た
方

で
ỏ
未
完
成
品
を
お
持
ち
の
方
ờ
持

ち
物
Ở
型
紙
・
未
完
成
品
・
裁
縫
道

具
・
物
差
し
・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば

さ
み
・
糸
・
筆
記
用
具

▽
ネ
ク
タ
イ
で
裁
縫
箱
を
作
ろ
う　

ờ
日
程
Ở
⚗
月　

日
昇
・　

日
昌

⚒⚗

⚒⚘

ờ
持
ち
物
Ở
古
ネ
ク
タ
イ
ớ
⚕
Ỗ
⚖

本
Ờ・
肩
パ
ỽ
ト
ớ
芯
Ờ・
バ
ン
ダ
ナ

ま
た
は
シ
Ỿ
ツ
・
フ
Ỹ
ス
ナ
ồ
ớ
古

バ
ỽ
グ
等
に
付
い
て
い
た
物
で
長
さ

　

尺
ほ
ど
Ờ・
裁
縫
道
具
・
物
差
し
・

⚓⚐裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば
さ
み
・
綿
棒
の

空
ケ
ồ
ス

▽
コ
ồ
ヒ
ồ
袋
で
手
提
げ
バ
ỽ
グ
を

作
ろ
う　
ờ
日
程
Ở
⚘
月
⚒
日
捷
・
⚓

日
昇ờ
持
ち
物
Ở

綿
シ
Ỿ
ツ
ま
た

は
Ｔ
シ
Ỿ
ツ
⚑

枚
・
フ
Ỹ
ス
ナ

ồ
⚑
本
ớ　

尺
Ờ・
裁
縫
道
具
・
物
差

⚕⚐

し
・
裁
ち
ば
さ
み
・
筆
記
用
具

▽
チ
ỿ
ồ
リ
ỽ
プ
ハ
ỽ
ト
を
作
ろ
う

　
ờ
日
程
Ở
⚘
月　

日
昇
・　

日
昌

⚑⚐

⚑⚑

ờ
持
ち
物
Ở
表
地
ớ
ジ
ồ
パ
ン
か
デ

ニ
ム
の
ス
カ
ồ
ト
Ờ
裏
地
ớ
シ
Ỿ
ツ
Ờ

と
も
着
古
し
た
物
・
裁
縫
道
具
・
物

差
し
・
裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば
さ
み
・

ミ
シ
ン
糸
・
筆
記
用
具

　

各
回
ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ
午
後

⚑⚐

⚔
時
ờ
会
場
Ở
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ồ
ờ
定
員
Ở
⚕
人
ờ
参
加

費
Ở
⚕
⚐
⚐
円
ớ
材
料
代
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚗
月

　

日
昇
か
ら
清
掃
課
へ
Ố

⚒⚐

■
平
成　

年
度
排
水
設
備
工
事
責
任

⚒⚒

技
術
者
共
通
資
格
試
験

ờ
日
時
Ở　

月　

日
掌
午
前　

時
Ỗ

⚑⚐

⚑⚗

⚑⚐

正
午
ờ
会
場
Ở
青
山
学
院
大
学
ờ
受

験
料
Ở
⚖
埀
⚐
⚐
⚐
円
※
申
込
書
は

⚗
月　

日
捷
か
ら
⚘
月　

日
捷
ま
で

⚒⚖

⚓⚐

下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚘
月

⚓
日
昇
か
ら
⚙
月
⚑
日
昌
ま
で
に
ỏ

下
水
道
課
へ
Ố

■
男
子
厨
房
に
入
ろ
う
！
男
の
料
理

教
室
お
つ
ま
み
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

ờ
日
時
Ở
⚘
月
⚘
日
掌
午
前　

時
Ỗ

⚑⚐

午
後
⚑
時
ờ
対
象
Ở
男
性
ờ
定
員
Ở

　

人
ờ
内
容
Ở
お
つ
ま
み
を
⚔
種
類

⚒⚘ぐ
ら
い
作
り
ま
す
ớ
試
食
に
発
泡
酒

付
き
Ờờ
講
師
Ở
菅
野
聡
子
さ
ん
ớ
狛

江
栄
養
士
会
管
理
栄
養
士
Ờờ
持
ち

物
Ở
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・

ふ
き
ん
ờ
参
加
費
Ở
⚖
⚐
⚐
円

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

⚗
月　

日
晶
午
前
⚙
時
か
ら
ỏ
上
和

⚑⚖

泉
地
域
セ
ン
タ
ồ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ

⚙
⚑
⚐
⚑
へ
Ố

■
夏
休
み
子
ど
も
教
室
ủ
親
子
で
ス

イ
ồ
ツ
を
作
ろ
う
Ứ

ờ
日
時
Ở
⚘
月
⚑
日
掌
午
後
⚑
時
か

ら
ờ
対
象
Ở
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

ờ
定
員
Ở　

組
ờ
持
ち
物
Ở
エ
プ
ロ

⚑⚕

ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
手
ふ
き
タ

オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器
ờ
参
加

費
Ở
⚕
⚐
⚐
円

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

⚗
月　

日
晶
午
前
⚙
時
か
ら
岩
戸
地

⚑⚖

域
セ
ン
タ
ồ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚗
⚐

⚔
⚐
へ
Ố

■
セ
ル
フ
・
ガ
ồ
ド
講
習
会
Ỗ
も
し

も
の
た
め
の
プ
チ
護
身
術
Ỗ

ờ
日
時
Ở
⚘
月
⚗
日
松
午
後
⚑
時　
⚓⚐

分
Ỗ
⚔
時
ờ
会
場
Ở
西
河
原
公
民
館

ờ
対
象
Ở
女
性
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
内

⚒⚐

容
Ở
地
域
で
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
ỏ
防
犯
知
識
と
護
身
術
ờ
講

師
Ở
小
山
内
秀
友
さ
ん
ớ
国
際
ボ
デ

ỹ
ồ
ガ
ồ
ド
協
会
日
本
支
部
代
表
Ờ

ờ
参
加
費
Ở
⚕
⚐
⚐
円
ớ
保
育
を
希

望
す
る
場
合
は
別
途
⚒
⚐
⚐
円
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
狛
江

市
社
会
福
祉
協
議
会
察ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ

⚓
⚖
⚑
⚕
へ
Ố

■
⚘
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
美
操　
ờ
日
程
Ở⚔
日
昌ờ
講
師
Ở

 
橳  
島 
和
佳
恵
さ
ん

ぬ
で 
し
ま

▽
転
倒
予
防
の
た
め
の
腰
痛
予
防
体

操　
ờ
日
程
Ở　

日
昌
ờ
講
師
Ở
大
場

⚑⚘

克
人
さ
ん
ớ
理
学
療
法
士
Ờ

▽
健
康
体
操　
ờ
日
程
Ở　

日
晶
ờ
講

⚒⚗

師
Ở
こ
ま
え
苑
職
員

　

各
日
ờ
時
間
Ở
午
後
⚑
時　

分
Ỗ

⚓⚐

⚓
時
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
※
水
分
は

⚒⚐

各
自
準
備
し
ỏ
動
き
や
す
い
服
装
・

上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚗
月

　

日
晶
か
ら
こ
ま
え
苑
察
ớ
⚓
⚔
⚘

⚑⚖⚙
Ờ
⚒
⚔
⚒
⚒
へ
Ố

■
多
摩
・
武
蔵
野
検
定
Ỗ
マ
ス
タ
ồ

⚑
級
を
新
設
し
ま
し
た
Ỗ

ờ
検
定
日
Ở　

月　

日
掌
ờ
検
定
会

⚑⚑

⚒⚑

場
Ở中
央
大
学
多
摩
キ
Ỿ
ン
パ
スờ
検

定
料
Ở
⚑
級
⚗
埀
⚓
⚕
⚐
円
ỏ
⚒
級

⚕
埀
⚒
⚕
⚐
円
ỏ
⚓
級
⚓
埀
⚑
⚕
⚐

円
ớ
団
体
割
引
あ
り
Ờ
※
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジớhttp://w

w
w
.tam
akente

i.jp/

Ờ
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚙
月

　

日
捷
ま
で
に
ỏ
鋤
学
術
・
文
化
・

⚒⚗産
業
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
多
摩
ớ
多
摩
・

武
蔵
野
検
定
事
務
局
Ờ
察
⚐
⚔
⚒ớ
⚕

⚙
⚑
Ờ
⚘
⚕
⚔
⚒
へ
Ố

■
税
金
を
テ
ồ
マ
に
川
柳
を
詠
ん
で

み
ま
せ
ん
か

ờ
テ
ồ
マ
Ở
税
金
の
大
切
さ
・
思
い
・

エ
ピ
ソ
ồ
ド
な
ど
ỏ
税
金
に
関
す
る

こ
と
※
未
発
表
の
作
品
で
ỏ
一
人
何

作
品
で
も
応
募
可
ờ
賞
金
Ở
総
額　
⚑⚕

万
円
ớ
最
優
秀
賞
⚑
人
ỏ
優
秀
賞　
⚑⚐

人
Ờ
と
表
彰
状
ờ
表
彰
式
Ở　

月　
⚑⚑

⚑⚑

日
昭
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
※

ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ớhttp://w

w
w
.to

horen.or.jp/m
usashifuchu

Ờ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚙
月

　

日
昭
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で
に
ỏ
〒

⚓⚐⚑
⚘
⚓
們
⚐
⚐
⚕
⚕
府
中
市
府
中
町

⚒
們　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ồ
鋤
武
蔵

⚒⚕

府
中
法
人
会
事
務
局
察
⚐
⚔
⚒
ớ
⚓

⚖
⚓
Ờ
⚓
⚕
⚐
⚑
へ
Ố

 
脅
西
河
原
公
民
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚓
⚒
⚐
⚑

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
除
電
力
中
央

研
究
所
連
携
講
座
ủ
地
震
と
津
波
の

サ
イ
エ
ン
ス
Ứ　
ờ
日
時
Ở
⚗
月　

日
⚓⚑

松
午
後
⚒
時
Ỗ
⚔
時
ờ
定
員
Ở　

人
⚕⚐

ờ
内
容
・
講
師
Ở
▽
地
震
と
そ
の
被

害
Ỗ
ど
こ
で
お
こ
る
？
お
こ
る
と
ど

う
な
る
？
Ỗ
・
青
柳
恭
平
さ
ん
ớ
地

球
工
学
研
究
所
主
任
研
究
員
Ờ
▽
津

波
と
そ
の
被
害
Ỗ
津
波
は
地
球
の
裏

か
ら
や
ỳ
て
く
る
？
Ỗ
・
松
山
昌
史

さ
ん
ớ
地
球
工
学
研
究
所
上
席
研
究

員
Ờờ
申
し
込
み
Ở　

日
晶
午
前
⚙
時

⚑⚖

か
ら

■
こ
ま
え
市
民
大
学ủ
美
味
し
いἔ
音

の
ケ
ồ
キ
ἕコ
ン
サ
ồ
ト
Ứ　
ờ
日
時
Ở

⚘
月
⚗
日
松
午
後
⚒
時
開
演
ớ
⚑
時

　

分
開
場
Ờờ
定
員
Ở
先
着
⚒
⚐
⚐
人

⚓⚐ờ
出
演
Ở
ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ　

ｃ
ａ
ｋ
ｅ

ớ
バ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ồ
ト
・
ギ
タ

ồ
・
ケ
ồ
ナ
に
よ
る
フ
Ỽ
ル
ク
ロ
ồ

レ
を
主
と
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ờ

■
成
人
学
習
事
業　

西
河
原
カ
レ
ỽ

ジ
ủ
大
人
の
ス
テ
キ
学
篠
Ỗ
す
べ
て

の
世
代
が
つ
な
が
る
社
会
を
求
め
て

Ỗ
Ứ　

ờ
日
程
Ở
全
⚘
回
ớ
左
表
の
と

お
り
Ờờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ
正
午
※

⚑⚐

　

月
⚖
日
昌
の
み
ỏ
午
前
⚘
時　

分

⚑⚐

⚓⚐

Ỗ
午
後
⚔
時
ờ
対
象
Ở
市
内
在
住
の

成
人
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
ờ
申
し
込

⚓⚖

み
Ở
⚗
月　

日
昇
午
前
⚙
時
か
ら

⚒⚐

以　下　は　広　告　枠　で　す
■
体
育
館
一
般
開
放　
ờ
日
時
Ở⚗

月　

日
昌
午
前　

時
か
らờ
対
象
Ở

⚒⚑

⚑⚐

小
学
生
※
サ
ン
ダ
ル
で
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ỏ
ス
ニ
ồ
カ
ồ

を
履
い
て
き
て
く
だ
さ
い
Ố
水
分

補
給
は
ỏ
各
自
準
備
く
だ
さ
い
Ố

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚕
⚔
⚓
⚘
Ờ
⚖
⚖
⚐
⚖

■
水
遊
び
Ỗ
ビ
ニ
ồ
ル
プ
ồ
ル
で

遊
び
ま
す
Ỗ　
ờ
対
象
・
日
程
Ở
▽

⚐
・
⚑
歳
児　

⚗
月　

日
昇
・　

⚒⚗

⚒⚙

日
昭
ỏ
⚘
月
⚓
日
昇
・
⚕
日
昭
・

　

日
昇
・　

日
昭
・　

日
昇
・　

⚑⚐

⚑⚒

⚑⚗

⚑⚙

日
昭
▽
⚒
・
⚓
歳
児　

⚗
月　

日
⚒⚘

昌
・　

日
晶
ỏ
⚘
月
⚔
日
昌
・
⚖

⚓⚐

日
晶
・　

日
昌
・　

日
晶
・　

日
昌
・

⚑⚑

⚑⚓

⚑⚘

　

日
晶
▽
⚐
Ỗ
⚓
歳
児　

⚘
月
⚗

⚒⚐日
松
・　

日
松
ờ
時
間
Ở
午
前　

⚒⚑

⚑⚐

時　

分
Ỗ　

時

⚓⚐

⚑⚑

　

分
の
う
ち
ỏ

⚓⚐
　

分
間
ờ
持
ち

⚓⚐物
Ở
水
着
ま
た

は
布
パ
ン
ツ
・

タ
オ
ル
・
日
よ
け
用
帽
子
※
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

脅
和
泉
児
童
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚑
⚔
⚔
⚑

■
泥
団
子
作
り　
ờ
日
時
Ở⚗
月　
⚒⚐

日
昇
午
後
⚓
時
Ỗ
⚕
時
ỏ　

日
昌

⚒⚑

Ỗ　

日
松
午
後
⚓
時
Ỗ
⚔
時
ờ
対

⚒⚔
象
Ở
小
学
生
ờ
持
ち
物
Ở
ポ
リ
エ

ス
テ
ル　

％
以
上
の
ジ
Ỿ
ồ
ジ
布

⚘⚐

■
水
鉄
砲
大
会　
ờ
日
時
Ở⚘
月
⚗

日
松
午
後
⚑
時　

分
Ỗ
⚓
時
ờ
対

⚓⚐

象
Ở
小
学
校
⚑
Ỗ
⚓
年
生
ờ
定
員
Ở

　

人
ờ
持
ち
物
Ở
水
鉄
砲
・
着
替

⚔⚐え
・
タ
オ
ル
・
水
分
ớ
で
き
れ
ば

ス
ポ
ồ
ツ
飲
料
Ờờ
申
し
込
み
Ở
⚗

月　

日
松
Ỗ
⚘
月
⚖
日
晶

⚑⚗
■
乳
幼
児
水
遊
び　
ờ
日
程
Ở⚘
月

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

■大人のステキ学篠～すべての世代がつながる社会を求めて～
講　　師学習テーマ月　日

久間久惠さん
（摂食障害作業所ミ
モザ運営委員長）

孤独と病理⚙月⚑日昌

岡崎チズルさん
（家庭裁判所調停委
員）

いま、不在を埋め
るとき⚙月⚘日昌

板倉弘政さん
（ＮＨＫ報道局社会部
記者）

「無縁社会」の取
材から見えてきた
こと

⚙月⚑⚕日昌

工藤啓さん
（ＮＰＯ法人「育て上
げ」ネット理事長）

つまづく若者にエ
ールを送る
～若者の居場所を
保障する～

⚙月⚒⚒日昌

八城直子さん
（東京慈恵会医科大
学附属第三病院ソー
シャルワーカー主任）

今、何が求められ
ているのか
～心とからだを回
復するために～

⚙月⚒⚙日昌

※軽食をご用意くだ
さい。

エリザベスサンダ
ースホーム
聖ステパノ学園見
学

⚑⚐月⚖日昌

害
求められる世代の
つながり敢⚑⚐月⚑⚓日昌

佐味光子さん
（カウンセラー）

求められる世代の
つながり柑⚑⚐月⚒⚐日昌

　

日
松
ま
で
の
火
・
木
・
土
曜

⚒⚘日
ờ
時
間
Ở
午
前　

時　

分
Ỗ

⚑⚐

⚓⚐

正
午
ờ
対
象
Ở
⚐
Ỗ
⚖
歳
児

ớ
未
就
学
児
Ờ
親
子
ờ
持
ち
物
Ở

タ
オ
ル
・
水
着
ま
た
は
布
パ
ン

ツ
・
日
よ
け
用
帽
子
※
詳
し
く

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚕
⚔
⚑
⚔

■
映
画
会　
ờ
日
時
Ở⚗
月　

日
⚑⚕

昭
午
後
⚓
時
Ỗ
⚕
時
ờ
対
象
Ở

小
学
生
ờ
内
容
Ở
巨
大
ス
ク
リ

ồ
ン
で
映
画
を
見
ま
す
Ố
内
容

は
当
日
の
お
楽
し
み
Ố
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L
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月　

日
昭
か
ら　

月
⚑
日
昌

⚑⚑

⚒⚕

⚑⚒

は
ủ
犯
罪
被
害
者
週
間
Ứ
で
す
Ố

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
ỏ
遺
族

の
方
が
再
び
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
ỏ
私
た
ち
一

人
一
人
の
理
解
と
支
援
が
大
切
で

す
Ố
こ
れ
を
分
か
り
や
す
く
簡
潔

に
表
現
し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
Ố

ờ
審
査
等
Ở
最
優
秀
作
品
⚑
点
を

選
定
し
ỏủ
国
民
の
つ
ど
い
中
央
大

会
Ứ
に
お
い
て
ỏ
担
当
大
臣
か
ら

表
彰
し
ま
す
Ố

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
ỏ
内
閣

府
に
帰
属
し
ま
す
Ố
最
優
秀
作
品

は
ỏủ
犯
罪
被
害
者
週
間
Ứ
の
ポ
ス

タ
ồ
等
に
使
用
し
ま
す
Ố

ờ
応
募
方
法
Ở
原
則
一
人
⚑
点
の

応
募
と
し
ỏ
作
品
は
未
発
表
か
つ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
に
限
り
ま
す
Ố

※
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ớhttp://w

w
w⚘
.cao.go.jp/hanzai/inde

x.htm
l

Ờ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚘

月　

日
昌
ớ
消
印
有
効
Ờ
ま
で
に
ỏ

⚑⚑
氏
名
ớ
フ
リ
ガ
ナ
Ờ・
住
所
・
電
話

番
号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
ớ
高

校
生
以
下
は
ỏ
学
校
名
・
学
年
Ờ

を
明
記
の
上
ỏ
〒
⚑
⚐
⚐
們
⚘
⚙

⚗
⚐
千
代
田
区
霞
ἃ
関
⚓
們
⚑
們

⚑
内
閣
府
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推

進
室
標
語
募
集
係
察ớ
⚓
⚕
⚘
⚑
Ờ

⚑
⚑
⚖
⚒
へ
Ố

M

O

N

P

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
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8
8
8
8
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8
8
8
8
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8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

　

健
康
支
援
課
は
ỏ
市
役
所
⚒

階
の
保
険
年
金
係
と
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ồ
の
健
康
推
進
係
・

特
定
健
診
担
当
の
⚓
係
で
ỏ　
⚓⚗

人
の
職
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

業
務
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

保
険
年
金
係
は
ỏ
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・

国
民
年
金
の
各
業
務
な
ど
を
行

ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

健
康
推
進
係
は
ỏが
ん
検
診
・

予
防
接
種
・
乳
幼
児
健
診
・
食

育
な
ど
の
健
康
事
業
ỏ

野
良
猫
対
策
な
ど
の

幅
広
い
業
務
を
行
い
ỏ

特
定
健
診
担
当
は
ỏ

メ
タ
ボ
対
策
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指

導
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

扱
ỳ
て
い
る
業
務

の
範
囲
が
非
常
に
広
く
ỏ
年
金

問
題
ỏ
後
期
高
齢
者
ỏ
メ
タ
ボ
ỏ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
文
字

だ
け
を
見
て
も
ỏ
こ
こ
数
年
話

題
と
な
ỳ
た
厚
生
労
働
省
関
係

の
業
務
を
担
ỳ
て
お
り
ỏ
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
と
問

い
合
わ
せ
や
来
庁
者
が
急
増
し
ỏ

職
員
が
対
応
に
追
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
Ố

　

平
成　

年
度
か
ら
新
し
い
高

⚒⚕

齢
者
医
療
制
度
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
ỏ
各
業
務
と
も
に
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
が
ỏ
市
民
の

方
の
健
康
に
関
す
る
保
健
事
業

や
保
険
制
度
な
ど
の
情
報
発
信

基
地
と
し
て
ỏ
職
員
一
同
取
り

組
ん
で
い
ま
す
Ố

　

毎
日
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
が
ỏ
そ
ん
な
私
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
の
一
つ
が
動
物

で
す
Ố
家
で
は
ỏ
パ
ピ
ヨ
ン

ớ
犬
Ờ
の
親
子
⚖
匹
・
リ
ス
ザ

ル
・
ク
サ
ガ
メ
な
ど
を
飼
ỳ
て

お
り
ỏ
毎
日
の
散
歩
や
世
話
が

私
の
日
課
に
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
に
囲
ま

れ
な
が
ら
送
る
生
活
も
ỏ
な
か

な
か
乙
な
も
の
で
す
Ố

　

今
年
も
ỏ
金
魚
や
メ
ダ
カ
の

子
が
卵
か
ら
か
え
り
ỏ
元
気
に

育
ỳ
て
い
ま
す
Ố

健康支援課

か
り
や
す
い
講
演
会
等
を
行
ỳ
て

ほ
し
い
と
住
民
の
要
望
も
多
く
あ

り
ま
す
Ố

　

地
域
の
結
び
つ
き
が
薄
く
な
ỳ

て
い
く
中
ỏ
地
域
ỏ
学
校
ỏ
市
役

所
ỏ
警
察
や
防
犯
協
会
が
連
携
し

て
パ
ト
ロ
ồ
ル
を
行
う
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
心
安
全
課

防
犯
協
会
和
泉 

多
摩
川
支
部

　

防
犯
協
会
和
泉
多
摩
川
支
部
は
ỏ

戦
後
の
混
乱
も
終
息
し
ỏ
人
々
の

心
が
落
ち
着
い
た
昭
和　

年
に
創

⚓⚐

立
し
ま
し
た
Ố
初
代
支
部
長
に
は
ỏ

当
時
の
市
議
ỏ
故
谷
田
部
錦
三
さ

ん
が
就
任
Ố
少
な
い
人
員
で
パ
ト

ロ
ồ
ル
を
実
施
し
ỏ
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
次
第
で
す
Ố

　

現
在
の
担
当
地
域
は
ỏ
北
側
は

狛
江
駅
南
口
ロ
ồ
タ
リ
ồ
を
境
界

と
し
て
南
側
は
多
摩
川
ま
で
ỏ
西

側
は
都
立
狛
江
高
校
前
か
ら
東
側

は
八
千
代
銀
行
の
先
の
猪
方
町
会

と
の
境
界
ま
で
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố 　

毎
週
月
曜
日
の
学
童
下
校
時
に
ỏ

　

人
で
パ
ト
ロ
ồ
ル
を
実
施
し
て

⚑⚖い
ま
す
Ố
高
齢
者
が
多
い
た
め
ỏ

パ
ト
ロ
ồ
ル
の
実
施
時
間
や
回
数

を
検
討
す
る
な
ど
し
て
ỏ
皆
さ
ん

の
支
援
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
Ố

　

自
転
車
へ
の
右
側
通
行
違
反
等

の
注
意
喚
起
や
歩
行
者
へ
の
声
掛

け
の
際
に
は
ỏ
気
分
を
害
さ
れ
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
Ố
安
心

安
全
パ
ト
ロ
ồ
ル
に
対
し
て
理
解

の
あ
る
方
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
幸

い
で
す
Ố

　

ま
た
ỏ
地
域
で
は
痴
漢
防
止
ỏ

薬
物
防
止
ỏ
振
り
込
め
詐
欺
の
手

口
等
ỏ
警
察
の
協
力
の
も
と
ỏ
分

市
内
で
活
躍
す
る

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ồ
ル
団
体
紹

地
域
安
心
安
全
パ
ト
ロ
ồ
ル
団
体
紹
介介
構

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介コココココココココココココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ各課業務紹介コーナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
～課長からのメッセージ～ 競

防犯協会和泉多摩川支部の方々

曾我久夫健康支援課長

好評発売中
狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察
ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ
⚔
⚑
⚐
⚖

ヨ

イ

ホ

ồ

ル

http://www.ecorma-hall.jp/

※いずれの公演も託児サービスあり
（有料・⚒歳以上・要予約）

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前⚙時から午後⚗時まで（電話予約でも取り扱っています）。小田急Ｏ
Ｘ狛江店宝くじ売り場でもチケットを取り扱っています。

■ジブリの名曲がショパン風に大変身！ショパンdeジブリ
中園理沙ピアノ・ファミリーコンサート
〜ショパン生誕⚒⚐⚐年をたたえて　ファミリー編〜
〔日時〕⚗月⚒⚓日晶午後⚒時開演
〔チケット〕全席指定　一般⚒，⚐⚐⚐円　小学生以下⚕⚐⚐円※
⚓歳以上入場可
〔曲目〕崖の上のポニョ、もののけ姫、ショパン：幻想即
興曲ほか

■あのルパンの名曲が華麗なジャズに！
大野雄二＆ルパンティックファイブ
ルパンジャズライブ
〔日時〕⚘月⚖日晶午後⚗開演
〔チケット〕全席指定　一般⚔，⚐⚐⚐円　
高校生以下⚒，⚐⚐⚐円（要学生証）

■狛江市制施行⚔⚐周年記念
日本音楽集団（和楽器）コ
ンサート
〔日時〕⚑⚐月⚓日掌午後⚓
時開演
〔チケット〕全席指定　一
般⚑，⚕⚐⚐円　中学生以下⚕⚐⚐円
〔曲目〕三木稔「ダンスコンセルタント」より、小池邦夫
さんの絵手紙と音楽によるスライドショーほか

　

絵
手
紙
教
室
で
は
ỏ
ủ
上
海
万

国
博
覧
会
Ứ
で
絵
手
紙
が
紹
介
さ

れ
た
ス
テ
ồ
ジ
イ
ベ
ン
ト
ủ
心
の

架
け
橋
Ứ
の
映
像
の
上
映
も
行
い

ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
絵
手
紙
の
展
示
と
ỏủ
絵

手
紙
発
祥
の
地
倆
狛
江
Ứ
実
行
委

員
会
の
事
業
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
示
も
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
ỏ

自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ờ
日
時
Ở
⚘
月　

日
掌
午
前
⚙
時

⚒⚒

　

分
Ỗ
午
後
零
時　

分

⚓⚐

⚓⚐

ờ
会
場
Ở
西
河
原
公
民
館

ờ
対
象
Ở
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

ờ
定
員
Ở
先
着
親
子　

組
ớ
原
則

⚒⚐

と
し
て
市
内
の
方
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚗

月　

日
晶
か
ら　

日
晶
ま
で
に
ỏ

⚑⚖

⚓⚐

地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
へ
Ố

ờ
日
時
Ở
⚘
月
⚒
日
捷
Ỗ
⚖
日
晶

ờ
会
場
Ở
市
役
所
⚒
階
ロ
ビ
ồ

ờ
内
容
Ở
原
爆
の
絵
と
写
真
の
パ

ネ
ル
展
示

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
政
策
室
協
働
調

整
担
当

平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年

平
成　

年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度

⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒

ủủủủủủủủủủủủủủủủủủ
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪
被被被被被被被被被被被被被被被被被
害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者
週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間
ỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨ標標標標標標標標標標標標標標標標標
語語語語語語語語語語語語語語語語語

罪
被
害
者
週
間
Ứ標
語
募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集

平平
和和
へへ
のの
願願
いい
をを
込込
めめ
たた
パパ
ネネ
ルル
展展

第第

回
ủ
元
祖
☆
親
子
絵
手
紙
教
室

回
ủ
元
祖
☆
親
子
絵
手
紙
教
室
ỨỨ

平
和
へ
の
願
い
を
込
め

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
たた
パ
ネ
ル
展

パ
ネ
ル
展

♪コンサートにご招待
〔対象〕市内在住・在学の小・中学生とその保護者⚑人
〔定員〕ペアで⚑⚐⚐組計⚒⚐⚐人※定員を超えた場合は抽選。結果は返信はが
きでお知らせします。
〔申し込み〕⚗月⚓⚐日 （消印有効）までに、往復はがきに住所・氏名・
学校名・学年と保護者名を明記の上、〒⚒⚐⚑－⚐⚐⚑⚓元和泉⚑－⚒－⚑狛江市
文化振興事業団⚑⚐／⚓招待係へ。
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